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▼
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

多
く
の
行
事
や
大
会
が
中
止

と
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
後

期
は
感
染
症
対
策
を
取
り
な

が
ら
、
盛
商
祭
や
盛
商
マ
ー

ト
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ

見
る
こ
と
が
で
き
る
盛
商
生

の
活
躍
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

▼
後
期
は
、
三
年
生
に
と
っ

て
進
路
活
動
が
大
き
な
山
と

な
っ
た
。
進
路
活
動
を
行
う

上
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
は
大
き
い
も
の

だ
っ
た
。
求
人
の
数
が
減
少

し
た
り
、
ウ
ェ
ブ
面
接
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
り
と
、
例
年

と
は
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、

臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
場
面
も
数
多
く
あ
っ

た
。
今
号
で
は
、
進
路
活
動

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い

る
。
ま
た
、
三
年
生
の
進
路

活
動
へ
の
思
い
も
掲
載
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
下
さ
っ
た
三
年
生
の
皆
さ

ん
に
は
感
謝
し
た
い
。
一
・

二
年
生
は
是
非
、
今
号
を
来

年
度
か
ら
の
進
路
活
動
の
参

考
に
し
て
ほ
し
い
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
三
年
生
の
頑
張
り
を

「
盛
商
新
聞
一
六
四
号
」
と

し
て
形
に
残
せ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
う
。
▼
今
号
は
、
盛

商
新
聞
一
六
三
号
に
引
き
続

き
、「
考
え
る
新
聞
」
を
テ
ー

マ
に
制
作
し
た
。
今
年
度
の

ま
と
め
と
な
る
よ
う
、
新
聞

編
集
委
員
全
員
が
、
自
分
の

原
稿
に
責
任
を
持
ち
、
よ
り

よ
い
記
事
に
す
る
た
め
に
取

り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の

思
い
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
る
。
考
え

る
こ
と
は
、
自
分
を
高
め
、

視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
今
号
を
通
し
て
、
家

族
や
友
人
と
「
考
え
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
共
有
し

て
ほ
し
い
。
▼
今
年
度
を
振

り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か

ら
こ
そ
の
盛
商
生
の
活
躍
も

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
盛
商
祭

で
は
各
ク
ラ
ス
、
委
員
会
の

取
り
組
み
の
結
果
、
コ
ロ
ナ

対
策
が
万
全
の
状
態
だ
っ
た

と
思
う
。
こ
の
状
況
は
い
つ

ま
で
続
く
か
分
か
ら
な
い

が
、
一
・
二
年
生
は
新
入
生

を
迎
え
て
、
三
年
生
は
新
た

な
場
所
で
も
、
盛
商
生
と
し

て
の
良
さ
を
発
揮
し
続
け
て

ほ
し
い
。

（
三
Ｄ
　
荒
川
　
瞳
愛
）

コ
ラ
ム

士
魂

　
運
営
の
中
心
と
な
っ
た
盛

商
祭
実
行
委
員
長
三
Ｅ
一
笠

旭
輝
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
、

「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
も

と
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
や
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
の
徹
底
を
心
が
け
た
。

そ
の
た
め
、
来
場
者
は
生
徒

の
同
居
人
と
範
囲
を
狭
め
、

校
内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
な
い
よ
う
工
夫
を
す
る

こ
と
で
、
無
事
終
了
す
る
こ

盛商祭2020
Chal lenge～私たちが今できること～

さすがのチームワーク

大好評だった焼き鳥

各教室にて商品の受け渡し

手作りの予約販売用カタログ

全員着付けをマスター

4チームに分けて時間差で発表

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
模
擬

店
は
開
催
不
可
能
か
と
思
わ

れ
て
い
た
が
、
生
徒
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、

無
事
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
回
、
開
催
す
る
こ
と
が

　
盛
商
祭
で
は
、
例
年
二
学

年
は
第
一
体
育
館
に
て
「
盛

商
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
第
一
体
育
館

で
の
開
催
を
中
止
。「
カ
タ

ロ
グ
販
売
」
と
い
う
新
し
い

形
に
挑
戦
し
た
。

　
盛
商
祭
実
行
委
員
の
二
Ａ

白
石
こ
こ
ろ
さ
ん
は
、「
売

上
高
と
販
売
し
た
商
品
の
数

が
合
わ
ず
苦
労
し
た
が
、
お

客
様
へ
の
商
品
引
き
渡
し
の

際
に
は
心
を
込
め
て
接
客
す

る
こ
と
や
、
声
の
大
き
さ
に

気
を
つ
け
た
。」
と
、
振
り

返
る
。

　
二
学
年
主
任
の
中
元
俊
司

先
生
は
、「
例
年
と
違
う
と

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
に
よ
り
、
今
年

度
は
、
例
年
一
学
年
が
担
当

し
て
い
た
盛
商
レ
ス
ト
ラ
ン

を
中
止
、
一
学
年
全
員
に
よ

る
「
さ
ん
さ
踊
り
発
表
」
を

実
施
し
た
。

　
盛
商
さ
ん
さ
実
行
委
員
の

　
十
一
月
二
十
三
日
（
月
）、

今
年
も
た
く
さ
ん
の
声
援
の

中
、
東
北
銀
行
北
上
支
店
前

　
令
和
二
年
度
岩
手
県
高
等

学
校
新
人
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大

会
が
、
十
月
三
日
（
土
）
に

本
校
に
て
開
催
さ
れ
た
。
大

会
に
は
、
本
校
ワ
ー
プ
ロ
部

員
を
含
め
て
七
十
六
名
が
参

加
。一
Ｅ
川
村
政
汰
さ
ん
が
、

初
出
場
で
個
人
五
位
入
賞
と

い
う
快
挙
を
果
た
し
た
。

　
大
会
参
加
の
印
象
に
つ
い

て
川
村
さ
ん
は
、「
序
盤
は
、

普
段
自
分
が
学
校
で
練
習
し

て
い
る
タ
イ
ピ
ン
グ
ス
ピ
ー

ド
よ
り
も
他
の
参
加
者
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
感
じ
ら
れ
、

不
安
に
な
っ
た
。」と
い
う
。

　
十
月
に
行
わ
れ
た
岩
手
県

高
等
学
校
珠
算
・
電
卓
競
技

大
会
電
卓
の
部
で
商
業
研
究

　
十
一
月
一
日
（
日
）、
第

九
十
九
回
全
国
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大

会
の
準
決
勝
が
い
わ
ぎ
ん
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
。

　
対
戦
相
手
は
遠
野
高
校
。

前
半
、
後
半
を
両
者
無
得
点

で
迎
え
た
Ｐ
Ｋ
戦
は
、
二
対

四
で
遠
野
高
校
が
勝
利
し
、

無
念
の
敗
退
と
な
っ
た
。
今

回
の
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、

珠
算
・
電
卓
競
技
大
会
（
電
卓
の
部
）

団
体
五
連
覇
・
個
人
Ｗ
優
勝
！

商
業
研
究
部

と
が
で
き
た
。
例
年
と
同
様

の
開
催
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
で
考

え
、
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
絆
を
深
め
合
う
こ
と
が
で

き
た
と
実
感
し
た
。
開
催
に

あ
た
っ
て
苦
労
も
多
か
っ
た

が
、
と
て
も
良
い
経
験
に

な
っ
た
。」
と
振
り
返
っ
て

い
た
。

　
今
年
は
、
一
学
年
に
よ
る

盛
商
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
の
代

替
と
し
て
の
「
さ
ん
さ
踊
り

発
表
」、
二
学
年
の
「
盛
商

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
カ
タ
ロ
グ
販

売
」
な
ど
、
例
年
と
は
異
な

る
盛
商
祭
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
今
で
き
る
こ
と
に
精
一

杯
取
り
組
み
、
全
校
生
徒
が

一
丸
と
な
っ
て
盛
商
祭
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
楽
し
み
、
楽
し
ま
せ

る
活
気
あ
ふ
れ
る
盛
商
祭
を

引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
三
Ｃ
　
細
野
　
　
鈴
・

三
澤
　
優
渚
）

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

い
、
私
た
ち
の
生
活
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
盛
商
で
も
、
二
大

行
事
で
あ
る
体
育
祭
、
盛
商

祭
の
縮
小
や
、
サ
ッ
カ
ー
・

野
球
大
会
の
全
校
応
援
中
止

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
影
響

を
受
け
ま
し
た
。

　
生
徒
会
で
は
、
時
代
の
変

化
を
必
要
と
す
る
今
こ
そ
、

限
ら
れ
た
枠
の
中
で
出
来
る

こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と

が
で
き
る
学
校
を
目
指
し
、

新
た
な
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
例
年
通
り
に
は

進
ま
ず
、
苦
し
い
活
動
に

な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す

が
、
今
ま
で
先
輩
が
積
み
上

げ
、
引
き
継
い
で
き
た
伝
統

や
文
化
を
崩
す
こ
と
な
く
、

更
に
良
い
も
の
に
で
き
る
よ

う
に
一
年
間
務
め
て
い
き
ま

す
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
今
年
度

も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
新
年
度
に
向
け
て
、
三

変
わ
ら
な
い
も
の

　
　
生
徒
会
長
　
二
Ｃ
　
関

　
　柊

　葵

年
生
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
に
向
か
っ
て
の

準
備
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
一
、
二
年
生
は
進
級

の
準
備
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
改
め
て

学
校
生
活
に
お
け
る
目
標

を
立
て
、
自
分
の
目
指
す

未
来
を
明
確
に
し
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
努
力
の
で
き

る
有
意
義
な
期
間
と
な
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

特集1
新
た
な
挑
戦

　令
和
二
年
十
月
十
日
（
土
）、十
一
日
（
日
）、第
六
十
三
回
盛
商
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
制
限
さ
れ
た
中
で
、数
々
の
課
題
を
乗
り
越
え
、

開
催
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

一
Ｄ
菅
野
美
翔
さ
ん
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

で
今
年
度
は
、
さ
ん
さ
甲
子

園
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
盛
商
祭
と
い
う
場
で
さ

ん
さ
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
の
動
き
方
を
覚
え

る
こ
と
に
苦
労
し
た
が
、
さ

ん
さ
委
員
と
し
て
、
一
つ
ひ

と
つ
の
動
き
を
丁
寧
に
意
識

し
て
踊
っ
た
。」
と
語
っ
た
。

　
一
学
年
主
任
の
阿
部
正
史

先
生
は
、「
短
い
練
習
期
間

で
は
あ
っ
た
が
、
全
体
が
よ

く
踊
れ
て
い
て
、
来
場
さ
れ

た
保
護
者
の
方
々
に
も
喜
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
さ
ん
さ
踊
り
発

表
が
成
功
し
た
の
も
、
踊
り

を
指
導
し
て
下
さ
っ
た
大
宮

さ
ん
さ
踊
り
保
存
会
の
宮
野

さ
ん
、
着
付
け
を
お
手
伝

い
い
た
だ
い
た
保
護
者
の

方
々
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
。」
と
感
謝
の
思
い
を

語
っ
た
。

（
一
Ｄ
　
吉
田
　
愛
咲
・

利
府
　
芽
生
）

こ
ろ
は
あ
っ
た
が
、
生
徒
達

の
実
践
活
動
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。
カ
タ
ロ
グ
の
内
容

や
デ
ザ
イ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
の

売
り
場
を
自
分
達
で
工
夫
し

て
ク
ォ
リ
テ
ィ
の
高
い
も
の

を
作
り
上
げ
て
く
れ
て
嬉
し

い
。
今
回
見
つ
か
っ
た
課
題

を
今
後
の
学
校
生
活
で
解
決

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、

思
い
を
語
っ
た
。
私
た
ち
生

徒
は
、
そ
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
と
強
く
感
じ
た
。

（
二
Ａ
　
昆
　
　
和
輝
・

渡
辺
　
陸
斗
）

で
き
た
の
は
、
盛
商
祭
実
行

委
員
の
方
々
の
力
、そ
し
て
、

学
校
全
体
で
団
結
し
た
結
果

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
商
品
の

手
配
や
、
衛
生
面
で
の
苦
労

が
あ
っ
た
が
、そ
の
中
で
も
、

最
大
限
に
楽
し
み
、
三
年
生

に
と
っ
て
思
い
出
に
残
る
も

の
と
な
っ
た
。

　
三
学
年
主
任
の
熊
谷
知
暁

先
生
は
、「
制
限
が
あ
る
中
、

今
で
き
る
精
一
杯
の
準
備
を

し
、
立
派
に
模
擬
店
を
開
店

で
き
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

接
客
だ
っ
た
。」
と
絶
賛
。

ま
た
、「
来
年
度
も
今
年
度

と
同
じ
よ
う
な
開
催
形
態
に

な
る
の
で
は
と
予
想
さ
れ
る

の
で
、
今
年
度
良
か
っ
た
点

が
来
年
以
降
も
活
か
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。」
と

語
っ
た
。

（
三
Ｆ
　
佐
藤
　
貢
介
・

山
崎
　
春
輝
）

選
手
一
人
ひ
と
り
が
良
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。

　
主
将
の
三
Ａ
村
上
絢
太
さ

ん
は
、「
三
年
生
に
と
っ
て

最
後
の
大
会
を
開
催
し
て
下

さ
っ
た
高
校
サ
ッ
カ
ー
関
係

者
の
方
々
に
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
る
。
各
々
の
プ
レ
ー

を
結
果
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ

が
、
今
後
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
た
。

　
苦
し
い
一
年
と
な
っ
た

が
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い
盛

商
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
た
く
さ

ん
の
人
々
に
勇
気
を
与
え
て

く
れ
た
。
来
年
度
、高
総
体
、

選
手
権
と
も
に
優
勝
を
奪
取

し
、
再
び
全
国
で
の
活
躍
に

期
待
し
た
い
。

（
三
Ａ
　
岡
田
　
す
ず
・

佐
藤
　
優
菜
）

部
が
団
体
で
見
事
優
勝
、
個

人
で
二
Ｄ
太
田
志
穂
さ
ん
が

優
勝
し
た
。

し
か
し
、
競
技
中
は
自
分
だ

け
の
空
間
だ
と
思
う
こ
と
で

気
持
ち
を
持
ち
直
し
、
落
ち

着
く
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
。

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
聞

く
と
、
タ
イ
ピ
ン
グ
精
度
を

更
に
向
上
さ
せ
る
と
の
こ

か
ら
東
北
銀
行
本
店
ま
で
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
無
事
ゴ
ー
ル

し
た
盛
商
陸
上
部
駅
伝
チ
ー

ム
。
最
終
走
者
の
三
Ｃ
齋
藤

勇
さ
ん
は
、「
一
年
生
の
時

か
ら
三
年
間
、
駅
伝
に
参
加

し
、
や
り
き
る
こ
と
の
大
切

さ
や
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
。
後
輩
の
皆
さ
ん

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
。」
と
語
っ

た
。
来
年
も
完
走
し
、
多
く

の
走
者
が
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
、

応
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
一
Ｃ
　
田
貝
　
夏
澄
・

髙
橋
　
美
姫
）

と
。「
普
段
か
ら
緊
張
感
を

持
っ
て
練
習
に
取
り
組
む
こ

と
を
大
切
に
し
、
記
録
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
。」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

（
一
Ｅ
　
菅
野
　
　
華
・

佐
藤
　
　
爽
）

　
部
長
の
二
Ｄ
鳴
海
友
香
さ

ん
は
、「
部
員
一
同
、
団
体

優
勝
と
い
う
一
つ
の
目
標
に

向
け
て
一
生
懸
命
頑
張
っ

た
。」
と
語
っ
た
。
そ
の
一

方
で
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
例
年
と

環
境
が
変
わ
り
、
活
動
時
間

が
限
ら
れ
た
こ
と
で
苦
労
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
個
人
優
勝
し
た
太
田
さ
ん

は
、「
個
人
優
勝
で
き
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
。」
と
喜

び
を
語
っ
た
。
今
後
の
大
会

も
団
体
・
個
人
優
勝
を
目
指

し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
、
新
た

な
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
し

て
お
り
、
今
後
も
商
研
部
の

活
躍
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

（
二
Ｄ
　
佐
藤
　
拓
海
・

田
村
阿
久
亜
）

指先まで心をこめた接客

大盛況☆商業研究部の盛商どら焼き販売

響き渡る吹奏楽部の音色

恒例の書道パフォーマンス

さ
ん
さ
踊
り
発
表

一
学
年

盛
商
マ
ー
ケ
ッ
ト

二
学
年

模
擬
店

三
学
年

同窓会紫波支部日報駅伝応援

ゴールする3D齋藤勇さん

ソーシャルディスタンスで応援1E　川村政汰さん

笑顔で「いらっしゃいませ！」

盛商マートin盛岡駅（3年生） イオンモール盛岡南に初出店（2年生）

　
九
月
二
十
五
日
（
金
）

か
ら
盛
岡
駅
で
二
日
間
、

十
月
一
日
（
木
）
か
ら
イ

オ
ン
モ
ー
ル
盛
岡
南
で
五

日
間
、
盛
商
マ
ー
ト
が
行

わ
れ
た
。
流
通
ビ
ジ
ネ
ス

科
の
三
年
生
が
盛
岡
駅
、

二
年
生
が
イ
オ
ン
モ
ー
ル

盛
岡
南
を
担
当
し
、
そ
れ

ぞ
れ
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
三
年
生
が
担
当
し
た
盛

商
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉ
ｎ
盛
岡
駅

は
、
昨
年
度
の
三
月
に
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
。
先
生
方
や
盛
岡
駅

の
方
々
の
協
力
を
経
て
、
九

月
に
延
期
開
催
さ
れ
た
。
十

分
な
来
客
数
が
い
る
か
と
い

う
不
安
の
中
、
試
食
の
代
わ

り
に
商
品
の
蓋
を
開
け
て
中

身
を
見
せ
る
こ
と
で
宣
伝
を

行
っ
た
り
、こ
ま
め
な
消
毒
、

レ
ジ
前
に
感
染
予
防
フ
ィ
ル

ム
の
設
置
な
ど
感
染
対
策
の

徹
底
に
努
め
た
。

　
三
Ｂ
千
葉
み
ゆ
さ
ん
は
、

「
三
年
生
最
後
の
盛
商
マ
ー

ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
協

力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
し
て
い
る
。
一
・
二
年
生

の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
経
験

を
積
む
た
め
、
積
極
的
に
盛

商
マ
ー
ト
に
参
加
し
て
ほ
し

い
。」
と
語
る
。
三
年
生
の

盛
商
マ
ー
ト
を
担
当
し
て

い
る
椛
沢
和
歌
先
生
は
、

「
三
年
生
は
、
就
職
活
動

直
前
に
も
関
わ
ら
ず
、
自

主
的
に
活
動
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
す

こ
と
が
で
き
て
い
た
。」

と
、
笑
顔
を
見
せ
た
。
伝

統
あ
る
盛
商
マ
ー
ト
を
、

こ
れ
か
ら
も
発
展
さ
せ
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

（
三
Ｂ
　
音
川
　
梨
乃
・

外
久
保
菜
々
美
）

盛商マート in
盛岡駅（3年生）・

イオンモール盛岡南（2年生）

新
人
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
入
賞

ワ
ー
プ
ロ
部

日
報
駅
伝
〜
つ
な
い
だ
想
い
〜

全
国
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会

準
決
勝
〜
感
謝
を
胸
に
〜

陸
上
部



令
和
２
年
度

岩
手
県
教
育
表
彰
受
賞
！

✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣

ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
・

テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ

第10回

事務室
の窓Vol.10

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、

進
路
活
動
に
も
多
く
の
影
響

が
出
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
進

路
活
動
の
奮
闘
に
つ
い
て
、

進
路
指
導
部
長
の
高
橋
広
幸

先
生
に
話
を
聞
く
と
と
も

に
、
三
年
生
全
員
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
進
路
指
導
部
長
の
高
橋
広

幸
先
生
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
進

路
活
動
に
つ
い
て
、「
特
に

希
望
の
多
か
っ
た
事
務
職
の

求
人
が
、
前
年
度
に
比
べ
て

約
半
分
と
な
り
、
希
望
者
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
整
す
る
こ

と
が
大
変
だ
っ
た
。」
と
振
り

返
る
。
更
に
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
例

　
十
一
月
に
岩
手
県
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
書
道
部
門
で

二
Ｆ
佐
藤
沙
熙
さ
ん
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。
更
に
、
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に

出
品
す
る
五
点
に
選
出
さ
れ

た
。
佐
藤
さ
ん
は
前
回
に
続

き
、
二
年
連
続
で
出
品
と
な

る
。
今
回
の
受
賞
に
佐
藤
さ

　
十
月
二
十
八
日
（
水
）、

岩
手
県
民
会
館
に
て
、
盛
商

　
今
年
度
、
盛
岡
商
業
高
校

へ
赴
任
し
た
澤
頭
勝
典
副
校

長
と
小
笠
原
典
子
先
生
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
い
。

　
澤
頭
副
校
長
先
生
は
英
語

　
皆
さ
ん
は
、
白
衣
を
着
た

お
二
人
の
事
務
員
の
方
々
が

毎
日
、
学
校
中
を
磨
い
て
く

れ
て
い
る
姿
を
目
に
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
回
、
学

校
内
の
消
毒
活
動
を
中
心

に
、
私
た
ち
生
徒
の
安
全
を

守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
嶋
野

由
季
子
さ
ん
と
大
西
理
美
子

小笠原典子先生

澤頭勝典副校長先生

左から嶋野由季子さん・大西理美子さん

進路白書 ～3年生の奮闘～特集2

「先輩と語る会」で後輩の質問に答える3年生

後輩へ進路アドバイス

岩手県教育長より表彰を受ける葛城部長
い
つ
も
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
福
田
パ
ン
の
佐
々
木
さ
ん

⑵　令和３年２月25日 （全高新連加盟紙）盛 商 新 聞 （164号）

シリーズ

Vol.15

この部が
熱い!!

養護教諭　茶畑悦子先生

　
現
在
、
世
界
中
で
流
行

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
。
そ
れ
に
加
え

て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

風
邪
が
流
行
す
る
冬
の
季

節
と
な
っ
た
。
例
年
以
上

に
気
を
つ
け
て
感
染
対
策

を
行
う
盛
商
生
が
多
く
見

ら
れ
る
中
で
、
健
康
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
も

言
え
る
養
護
教
諭
の
目
か
ら

盛
商
生
は
、
ど
の
よ
う
に
見

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今

回
、
養
護
教
諭
の
茶
畑
悦
子

先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
ま
ず
、
保
健
室
か
ら
見
た

盛
商
生
の
健
康
に
つ
い
て
聞

く
と
、「
盛
商
生
は
歯
が
健

康
だ
。」と
の
意
外
な
返
答
。

本
校
は
、
岩
手
県
歯
科
医
師

会
主
催
の
学
校
歯
科
医
保
健

優
良
校
表
彰
に
お
い
て
、
四

年
連
続
で
優
秀
校
と
し
て
表

彰
さ
れ
て
い
る
。「
身
体
の

健
康
は
口
か
ら
」
と
言
わ
れ

て
い
る
程
、
歯
の
健
康
は
大

切
な
も
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
盛
商
生
で

あ
れ
ば
、
今
の
大
変
な
状
況

下
に
お
い
て
も
健
康
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
感
染
症
予
防
に
つ

い
て
伺
っ
た
。大
切
な
こ
と
、

特
に
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と

に
つ
い
て
聞
く
と
、「
ま
ず

は
三
密
を
避
け
る
こ
と
が
一

番
大
切
だ
。」
と
い
う
回
答

を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
に
加

え
て
「
普
段
か
ら
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
洗
い
う
が
い
を
忘

れ
な
い
こ
と
も
気
を
つ
け
て

ほ
し
い
。」
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
ま
た
、
予
防
に
お
け
る

盛
商
生
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
意
識
に
差
が
あ

る
こ
と
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
。
昼
食
時
や
友
人
と
の

会
話
な
ど
、
つ
い
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
個
人

努
力
は
難
し
い
こ
と
だ
が
、

自
分
や
周
り
の
命
を
守
る
た

め
だ
と
思
っ
て
、
よ
り
一
層

気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

　
体
調
を
崩
さ
な
い
た
め

に
大
切
な
こ
と
は
、
日
々

の
生
活
の
中
に
あ
る
。

中
々
終
わ
り
が
見
え
な
い

苦
し
い
期
間
が
続
い
て
い

る
が
、
消
毒
や
体
温
・
体

調
の
記
録
な
ど
を
徹
底

し
、
健
康
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
自
分
だ

け
で
は
な
く
、
他
人
の
体

調
に
も
気
を
配
り
、「
広

げ
な
い
」
感
染
予
防
も
大

切
だ
。
一
人
ひ
と
り
が
意

識
し
、
盛
商
全
体
の
健
康

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

（
三
Ｅ
　
面
来
　
穂
伽
・

吉
田
　
海
優
）

健
康
を
考
え
る
〜
保
健
室
か
ら
見
る
盛
商
生
〜

心・技・体を鍛練

柔
道
部

　
柔
道
部
は
、
三

名
の
三
年
生
が
引
退
し
、

男
子
五
名
、
女
子
二
名
の

計
七
名
で
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
普
段
の
主
な
練
習

は
、
寝
技
や
立
ち
技
の
乱

取
り
な
ど
の
技
術
練
習
や

筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
柔
道
は
身
体
だ
け

で
は
な
く
心
も
鍛
え
る
競

技
で
あ
り
、
日
々
、
心
身

の
鍛
練
や
礼
儀
作
法
に
努

め
て
い
る
。

　
部
長
の
二
Ｆ
佐
藤
優
光
さ

ん
は
、「
大
会
で
相
手
を
投

げ
き
れ
る
よ
う
に
、
何
度
も

投
げ
込
み
を
し
て
自
分
の
技

を
磨
い
て
い
る
。
今
後
は
、

技
に
入
る
ま
で
の
形
の
練
習

を
課
題
に
、
楽
し
み
な
が
ら

練
習
を
し
て
い
き
た
い
。」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
も
あ
り
、
思
う
よ

う
に
練
習
が
で
き
な
い

中
、
各
種
大
会
へ
の
上
位

入
賞
を
目
標
に
日
々
、
自

分
の
心
身
と
向
き
合
う
柔

道
部
。
今
後
の
活
躍
が
楽

し
み
で
あ
る
。

（
一
Ａ
　
石
川
　
史
奈
・

松
尾
　
一
美
）

さ
ん
を
紹
介
し
た
い
。

　
嶋
野
さ
ん
の
趣
味
は
、
映

画
鑑
賞
だ
と
い
う
。
ま
た
、

最
近
は
、漫
画「
鬼
滅
の
刃
」

に
ハ
マ
っ
て
お
り
、
話
題
の

映
画
に
行
こ
う
か
迷
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
大
西
さ
ん
は
、
ド
ラ
え
も

ん
が
大
好
き
で
、「
の
び
太

の
南
極
カ
チ
コ
チ
大
冒
険
」

が
お
気
に
入
り
と
の
こ
と
。

も
し
、
秘
密
道
具
が
使
え
る

な
ら
「
も
し
も
ボ
ッ
ク
ス
」

が
使
い
た
い
そ
う
で
あ
る
。

　
毎
日
、
広
い
校
内
中
を
消

毒
し
、
生
徒
の
触
る
頻
度
の

高
い
部
分
は
一
日
に
何
度
も

消
毒
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

終
わ
り
が
な
く
大
変
な
作
業

だ
。
私
た
ち
の
安
全
の
た
め

に
作
業
し
て
下
さ
る
お
二
人

に
会
っ
た
時
は
、
是
非
、
挨

拶
を
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
て
ほ
し
い
。

（
一
Ｆ
　
浅
沼
　
颯
斗
・

山
影
　
優
斗
）

の
先
生
で
あ
り
、
高
校
時
代

は
英
語
と
地
理
が
好
き
な
生

徒
だ
っ
た
そ
う
だ
。
週
末
に

は
北
上
川
の
遊
歩
道
を
ジ
ョ

ギ
ン
グ
す
る
健
康
的
な
先
生

で
あ
る
。盛
商
生
に
向
け
て
、

「
毎
日
、
何
か
必
ず
一
つ
は

覚
え
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

る
。
是
非
、
皆
さ
ん
に
も
毎

日
何
か
一
つ
覚
え
、
知
識
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。」と
エ
ー

ル
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
。

　
小
笠
原
典
子
先
生
も
英
語

の
先
生
で
あ
り
、
高
校
時
代

か
ら
英
語
は
好
き
な
教
科

だ
っ
た
そ
う
だ
。
小
笠
原
先

生
の
趣
味
は
、散
歩
、読
書
、

庭
い
じ
り
と
、
や
は
り
健
康

的
か
つ
文
化
的
な
先
生
で
あ

る
。「
授
業
で
英
語
を
沢
山

使
っ
て
、
皆
で
英
語
を
話
そ

う
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
下

さ
っ
た
。

　
澤
頭
副
校
長
先
生
、
小
笠

原
先
生
は
、
ど
ち
ら
も
外
に

出
て
動
く
健
康
的
な
生
活
を

送
り
、
高
校
時
代
か
ら
英
語

が
大
好
き
だ
と
い
う
共
通
点

が
あ
っ
た
。
私
た
ち
も
見
習

い
、
好
き
な
教
科
を
見
つ
け

て
将
来
に
役
立
て
た
い
。

（
二
Ｂ
　
青
刈
　
正
人
・

曽
根
田
和
史
）

　
十
月
二
十
七
日
（
火
）、

令
和
二
年
度
生
徒
会
役
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
新
生
徒
会
体

制
が
始
動
し
た
。

　
新
生
徒
会
の
活
動
に
向
け

て
、
生
徒
会
長
の
二
Ｃ
関
柊

葵
さ
ん
は
、「
盛
商
の
土
台

作
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、

先
に
問
題
や
課
題
を
発
見

し
、
全
校
に
発
信
で
き
る
よ

う
な
生
徒
会
を
目
指
す
。
生

徒
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い

き
た
い
。」
と
語
っ
た
。
副

会
長
の
二
Ｃ
齋
藤
華
乃
さ
ん

は
、「
昨
年
度
か
ら
の
行
事

運
営
を
通
し
て
課
題
点
が
可

視
化
で
き
た
の
で
、
感
染
予

防
を
し
て
楽
し
く
企
画
を
行

い
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍

で
盛
商
ブ
ラ
ン
ド
の

価
値
を
再
確
認
で
き

た
の
で
、
挨
拶
な
ど

に
気
を
配
り
、
よ
り

質
の
高
い
盛
商
ブ
ラ

ン
ド
を
目
指
し
た

い
。」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

　
今
後
は
、
リ
ー

ダ
ー
修
会
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。
理
想
の

生
徒
会
に
近
づ
け
る

よ
う
に
全
力
で
挑
み

始
動
☆
新
生
徒
会

高
文
祭
書
道
部
門

優
秀
賞
！
二
年
連
続
全
国
へ

書道部 写真部

体
験
談

〜
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
〜

〜
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
〜

ん
は
「
前
年
度
も
県
代
表
と

な
っ
て
全
国
へ
出
品
で
き
た

こ
と
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な

り
、
危
機
感
を
感
じ
て
い
た

が
、
周
り
の
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
き
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
た
。ま
た
、前
回
の
〝
こ

う
ち
総
文
〞
で
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
ウ
ェ
ブ

写
真
部
は
学
校
教
育
分
野
で

顕
著
に
活
躍
し
た
団
体
と
し

年
通
り
の
進
路
活
動
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
で
き
る
こ
と

を
可
能
な
範
囲
で
行
う
よ
う

に
努
め
て
き
た
。
こ
の
状
況

は
、
来
年
度
も
続
く
の
で
は

な
い
か
。」と
予
想
す
る
。今
、

一
・
二
年
生
が
し
て
お
く
べ

き
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
と
、

「
一
つ
で
も
多
く
の
商
業
に

関
す
る
資
格
を
取
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
そ
の
他
、
部
活

動
な
ど
の
経
験
は
、
企
業
や

上
級
学
校
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
る
為
、
積
極
的
に
取
り
組

み
、
早
い
時
期
か
ら
準
備
し

て
お
く
べ
き
。
今
、
何
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
人
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
先
生
方
に
相
談
し
て
ほ
し

　
三
年
Ｅ
組
　
田
代

　叶
羽

　
私
が
コ
ロ
ナ
禍
で
就
職
難

と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
就
職

を
選
択
し
た
の
は
、
進
路
指

導
部
長
の
高
橋
広
幸
先
生
か

ら
「
情
報
系
な
ら
盛
岡
商
業

高
校
の
名
前
を
生
か
し
た
方

が
よ
い
。」
と
、
助
言
し
て

い
た
だ
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
実
際
の
就
職
試
験
で
は
、

筆
記
は
例
年
通
り
で
あ
っ
た

が
、
面
接
は
リ
モ
ー
ト
面
接

形
式
で
昨
年
度
と
大
き
く
変

わ
っ
た
。リ
モ
ー
ト
面
接
は
、

盛
岡
支
店
で
行
わ
れ
た
。
机

上
に
は
パ
ソ
コ
ン
が
置
い
て

あ
り
、
本
社
の
社
長
、
盛
岡

支
店
長
、
私
の
三
者
で
の
面

接
で
あ
っ
た
。
途
中
、
パ
ソ

コ
ン
の
ラ
グ
や
、
イ
ヤ
ホ
ン

か
ら
質
問
が
聞
き
づ
ら
か
っ

た
り
と
、
緊
張
し
た
が
、
学

校
で
の
練
習
を
思
い
出
し
て

◆
就
　
職
◆

◆
進
　
学
◆

落
ち
着
い
て
回
答
で
き
た
。

　
来
年
度
以
降
も
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
試
験
内

容
が
変
わ
る
企
業
も
あ
る
と

思
う
の
で
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
一
・
二
年
生
は
、
三
年
生

の
前
期
中
間
考
査
ま
で
に
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
資
格
取

得
と
評
定
を
上
げ
て
い
き
、

早
い
時
期
に
自
分
の
就
職
し

た
い
業
界
、
企
業
を
決
め
、

目
標
を
持
っ
て
進
路
活
動
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

三
年
Ｄ
組
　
藤
村

　晴
菜

　
私
は
こ
の
度
、
志
望
す
る

四
年
制
大
学
を
総
合
型
選
抜

で
受
験
し
、
合
格
通
知
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
私
が
受
験
し
た
総
合
型
選

抜
は
、
一
次
試
験
の
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
面

た
い
と
一
致
団
結
し
て
い
る

新
生
徒
会
に
注
目
し
て
い
き

た
い
。

（
二
Ｃ
　
吉
田
妃
羅
々
・

柚
木
　
彩
未
）

2F佐藤沙熙さんの全国出品作品

で
の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
来
年
度
の
〝
わ
か
や
ま

総
文
〞
で
は
、
通
常
通
り
の

開
催
で
他
校
の
生
徒
と
交
流

を
深
め
、
よ
り
良
い
作
品
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。」
と
語
っ
て
い
た
。

（
二
Ｆ
赤
川
　
涼
真
・

佐
藤
　
壮
河
）

て
「
令
和
二
年
度
岩
手
県
教

育
表
彰
」
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
、
部
長
の

二
Ｂ
葛
城
友
季
美
さ
ん
は
、

「
先
輩
た
ち
が
積
み
重
ね
て

き
た
功
績
、
今
の
自
分
た
ち

の
努
力
を
評
価
し
て
い
た
だ

け
た
こ
と
が
嬉
し
い
。」と
、

喜
び
を
語
っ
た
。
ま
た
、
今

回
の
受
賞
を
喜
ぶ
と
と
も

に
、「
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り

よ
い
写
真
を
撮
る
た
め
に
、

多
く
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り

た
い
。」
と
、
新
た
な
作
品

作
り
に
意
気
込
ん
で
い
る
。

今
後
の
写
真
部
の
活
躍
に
更

に
期
待
し
た
い
。

（
一
Ｂ
　
旭
田
　
臣
成
・

池
田
悠
海
斗
）

い
。」
と
、
一
・
二
年
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
。

　
三
年
生
全
員
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る

と
、
Ｑ
１
で
は
、
や
は
り
進

路
活
動
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
が
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

と
多
く
見
ら
れ
る
。
Ｑ
３
を

見
る
と
、
途
中
で
進
路
変
更

を
し
た
生
徒
は
二
十
二
％
で

あ
り
、
そ
の
中
に
は
高
橋
先

生
の
話
に
出
て
き
た
事
務
職

の
求
人
激
減
の
影
響
を
受
け

た
生
徒
達
も
含
ま
れ
て
い
る
。

Ｑ
４
の
コ
ロ
ナ
禍
の
進
路
活

動
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、「
求
人
の
減
少
」

と
「
進
路
先
の
情
報
を
得

る
」
と
い
う
回
答
が
そ
れ
ぞ

れ
約
三
十
％
と
高
い
。
Ｑ
５

の
進
路
活
動
を
通
し
て
大
切

だ
と
思
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
「
早
め
の
進
路
対
策
」
と

答
え
て
い
る
生
徒
が
三
十
七

％
と
格
段
に
高
く
、
高
橋
広

幸
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
あ

る
「
早
い
時
期
か
ら
の
準

備
」を
強
く
裏
付
け
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
進
路
活
動

は
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
苦
難
の
状
況
に
奮

闘
し
て
進
路
実
現
を
果
た
し

た
三
年
生
は
、
今
後
ど
の
よ

う
な
困
難
が
あ
っ
て
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
は
ず
だ
。

（
三
Ｄ
　
小
澤
　
美
空
・

佐
藤
　
美
友
）

接
か
ら
始
ま
り
、
二
次
試
験

で
小
論
文
を
行
う
と
い
う
も

の
で
し
た
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
大
学
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
、
情
報
収
集
に
苦
労
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
二
年
生

の
頃
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
行
っ
て
い
た
こ
と
で
、

充
実
し
た
内
容
を
書
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

大
学
進
学
を
目
指
す
後
輩
の

皆
さ
ん
に
は
、
進
路
が
決
ま

り
次
第
、
何
事
も
早
め
に
行

動
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
進

路
に
お
い
て
も
、
高
い
評
定

を
維
持
し
、
よ
り
多
く
の
資

格
を
取
得
し
て
お
く
と
安
心

し
て
進
路
活
動
に
打
ち
込
め

る
為
、考
査
期
間
の
学
習
や
、

日
々
の
授
業
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
先
が
読
め
な

い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
進

路
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て

下
さ
い
。
皆
さ
ん
が
納
得
す

る
道
に
進
め
る
よ
う
に
応
援

し
て
い
ま
す
。

Q1  コロナウィルスの中での進路
活動に不安を感じましたか？

Q3  ②  ①で「はい」と答えた理
由は何ですか？

Q2 選択した進路は何ですか？

Q4  コロナ禍の進路活動で大変
だったことは何ですか？

Q3  ① 進路活動中に進路変更をし
ましたか？

Q5  進路活動を通して大切だと
思ったことは？

■ａ はい　■ｂ いいえ
■ｃ わからない　 　　

■ａ コロナウィルスの影響 　
■ｂ 個人の事情　■ｃ その他

■ａ 就職　　■ｂ 進学
■ｃ 公務員　■ｄ 未定

■ａ 求人の減少　　■ｂ 進路先の情報を得る
■ｃ 進路先の決定　■ｄ リモート対策　　　
■ｅ その他　　 　　　　　　　　　　　　　

■ａ はい　■ｂ いいえ

■ａ 成績（評定）　■ｂ 身だしなみ・言葉遣い
■ｃ 資格取得　　■ｄ 部活・委員会活動 　
■ｅ 早めの進路対策　■ｆ その他 　　　　

65％
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78％
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11％ 13％

10％

26％

3％

14％

31％

33％

18％

4％

77％

21％

2％

Q1

盛
商
の
お
気
に
入
り

ス
ポ
ッ
ト
は
？

　

　

　
　
　
教
室

　友
達
や
先
生
と
の
思
い
出

が
つ
ま
っ
た
教
室
が
堂
々
の

一
位
。特
に
窓
側
が
大
人
気
。

２
位
　
第
一
体
育
館

　体
育
の
授
業
や
部
活
動
で

充
実
し
た
汗
を
流
し
た
思
い

出
の
第
一
体
育
館
。

３
位
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
ホ
ー
ル

　交
流
の
場
で
も
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
は
、
盛

商
生
の
癒
や
し
の
空
間
。

  

３
年
生

３
年
生

３
年
生  

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
ラ
ン
キ
ン
グ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
ラ
ン
キ
ン
グ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
ラ
ン
キ
ン
グ

Q2

盛
商
の
昼
休
み
と
い

え
ば
コ
レ
！
お
気
に

入
り
の
福
田
パ
ン
の

味
は
？

　

　

　
　

不
動
の
人
気

　
　
　あ
ん
バ
タ
ー

２
位
酸
味
と
甘
さ
が
絶
妙

　
　
　ジ
ャ
ム
バ
タ
ー

３
位

女
子
に
大
人
気

　
　
　ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

１
位

１
位


